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優先的に取り組むべき「課題」

・迷惑メール ・医療におけるＩＴ利活用 ・医療分野におけるプライバシーのあり方
・デジタル財の著作権保護 ・情報ネットワークの脆弱性 ・情報技術の研究開発における科学技術倫理
・ネット利用悪質商法の増加 ・電子決済の安全性 ・地方公共団体の業務の不統一
・公的機関等の保有する個人情報保護 ・コンテンツの二次利用の不足 ・電子自治体における格差
・コンピュータウイルス ・高度サービスの地域格差 ・一般ユーザの情報セキュリティ意識
・電子政府の利便性 ・社会資本整備におけるＩＴ優先度 ・知的財産戦略の不足
・教育におけるＩＴ利活用 ・高度なＩＴ人材の不足 ・青少年の発育への影響

２０課題の抽出
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問２～５（深刻度、波及度、対応の遅れ、実効性）を踏まえ、以下の２０課題を優先的に
取り組むべき具体的な「課題」として位置づけてはどうか。
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「ＩＣＴ安心・安全２０１０戦略」（仮称）の策定

優先的に取り組むべき課題が２０課題、１０分野にわたることを踏まえ、利用環境整備の
重点戦略として「ＩＣＴ安心・安全２０１０戦略」（仮称）を策定してはどうか。

情報安全

情報倫理

情報社会

情報格差

迷惑メール

デジタル財の
著作権保護

ネット利用
悪質商法

公的機関等の保有する
個人情報保護

コンピュータ
ウイルス

電子政府の
利便性

教育における
IT活用

医療におけるITの利活用
情報ネットワークの脆弱性

電子決済
の安全性

コンテンツの
二次利用の不足

高度サービス
の地域格差

社会資本整備に
おけるITの優先度

高度なＩＴ人材の不足

医療におけるプライバシーのあり方

情報技術の
研究開発における
科学技術倫理

一般ユーザの
情報セキュリティ意識

地方公共団体の
業務不統一

電子自治体
における格差

知的財産戦略

青少年の発育
への影響

１．プライバシーの保護

５．知的財産権への対処

４．違法・有害コンテンツ、
迷惑通信への対応

６．新たな社会規範の定着

２．情報セキュリティの確保

７．情報リテラシーの浸透

３．電子商取引環境の整備

１０．サイバー対応の
制度・慣行の整備

８．地理的ディバイドの克服

９．地球環境や心身の
健康への配慮

ＩＣＴ安心・安全２０１０戦略


